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図 1 システムの概要 

1. はじめに 

近年，PC やインターネットの普及により，特
殊な設備を持たない一般家庭でも映像コンテン

ツの作成や編集を行い，発信することが可能と

なった．また，安価で高性能な家庭用デジタル

ビデオカメラの登場により，個人で映像コンテ

ンツやホームビデオを撮影する機会が増えた．

それに伴い，撮影や編集を支援するシステム[1]
の開発が盛んに行われてきた．既研究としては，

旅先などで撮影した映像から特定の移動物体が

登場するシーンを検出し繋ぎ合わせる手法[2][3]
が提案されている．しかし，個人による撮影の

場合，通行人や車両がシーン中へ侵入するのを

防ぐことは困難である．そのため，不要な移動

物体がシーン中に入り込んでしまうことが多い．

不要な移動物体が大切なシーン中に入り込んで

しまった場合，シーンの撮り直しやコンテンツ

内容の変更が必要となる．そこで，本研究では，

シーンの撮り直しを回避するために，シーン中

の移動物体を抽出，追跡[4][5]して，不要な移動
物体をシーン中から除去する手法を提案する． 
2. システムの概要 

本研究では，シーン中の移動物体の検出と追

跡を行い，シーン中から通行人と車両を除去す

ることを目的とする．本システムは，図１に示

すように，１）背景画像作成機能，２）移動物

体抽出機能，３）移動物体追跡機能，４）移動

物体除去機能の４つの機能で構成される． 
2.1 背景画像作成機能 

背景画像作成機能では，フレーム間差分を使

用する．まず，連続する３枚のフレーム画像か

らフレーム t の画像とその前後（t＋１と t－

１）の画像間で差分を取得する．取得した差分

画像に対して２値化と膨張処理を行い，差分画

像間の論理積を求めて移動領域を抽出する． 
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次に，移動物体領域の属するボクセルと対応位

置にあるボクセル内の輝度値を全フレームから

取得する．そして，取得したそれぞれの輝度値

のメジアンを求めて，移動物体領域の輝度値を

その値に置換することで移動物体の存在しない

背景画像を作成する． 
2.2 移動物体抽出機能 

移動物体抽出機能では，背景差分を使用する．

前処理で作成した背景画像と入力画像の差分画

像を取得して，フレーム間差分で取得した差分

画像の補完を行い，移動物体領域を抽出する． 

2.3 移動物体追跡機能 

移動物体追跡機能では，MRF（Markov 
Random Field）モデル[4]を拡張[5]して使用す
る．通常，MRF モデルは，画素毎に領域分割を
行う．しかし，本機能では，ボクセルを単位と

して画像を領域分割し，画像フレーム間でボク

セル毎の移動ベクトルを参照して，時間軸方向

の相関を定義する．その際，領域分割のために

最適化パラメータを設定して各ボクセルがどの

移動物体領域に属するかを決定する．結果とし

て重なった移動物体同士の境界領域を取得でき

た場合，物体領域の重なりに強い追跡を行った

ことになる． 
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2.4 移動物体除去機能 

移動物体除去機能では，シーン中から除去す

る移動物体を手動で指定して，移動物体領域の

含まれるボクセルの輝度値を背景の輝度値に置

換する． 
3. システムの実証実験と考察 

 

図２ 使用する動画像 

実証実験では，異なる動画像を使用して３回

移動物体の除去を行った．前提条件として，動

画像の撮影には一般に市販されているデジタル

ビデオカメラを使用し，撮影は輝度変化の著し

い日中にカメラを固定して行った． 
3.1 実証実験 

図３ 本システムの実行結果 

本実験では，入力する動画像として，図２に

示すように，シーン中に通行人のみが侵入した

動画像（テスト１），シーン中に車両のみが侵

入した動画像（テスト２），そして通行人と車

両が同時にシーン中に侵入した動画像（テスト

３）を用意する．また，以上，異なるケースを

想定した３回の試行によって本システムの有効

性を実証する． 
3.2 結果と考察 

本実証実験の結果，図３に示すように，本手

法を使用してシーン中から通行人，または車両

をほぼ除去できることが確認できた．また，重

なった移動物体領域間の境界を正確に検出でき

ていることから，重なりに強い追跡を実現でき

たことがわかった．一部，通行人や車両の画素

が残っている箇所が見られた原因として，作成

した背景画像の輝度値に移動物体の輝度値が混

在してしまったと考えられる．また，影領域の

抽出が上手くいかず，影が残ってしまうフレー

ムも見受けられた． 
4. おわりに 

本研究では，シーンの撮り直しなどを回避す

るために，シーン中の移動物体を抽出，追跡し

て，シーン中から除去する手法を提案した． 
実証実験では，本システムで使用した手法の

有効性を実証した．本研究では，カメラを固定

して撮影したビデオ画像を使用することを前提

条件としたが，実際の撮影では，カメラを移動

させながら撮る場合が多いと考えられる．この

場合，シーン中の背景も未知の運動をするので，

本システム内で使用した背景差分やフレーム間

差分の使用は困難である．そのため，従来の背

景差分やフレーム間差分とは異なった移動物体

の検出手法の考案が必要となる．また，極めて

短いシーン中に移動物体が多数存在する場合，

本システムの背景画像作成手法では，正確な背

景画像を作成できない可能性がある．今後の課

題として，移動物体検出精度の向上，カメラを

移動しながら撮影したビデオ画像への対応，背

景画像作成手法の改良，システムの全自動化に

ついて検討する予定である． 
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